
巻末のご留意事項をご確認ください。

ブルーカーボンをベースにしたファイナンスプラットフォームの取組み
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＜サステナファイナンスプラットフォーム＞

アレンジ

東京海上アセット

②ソリューション連携（可視化・価値化）

地元企業＆⼤⼿企業

企業、個⼈、教育機関

confidential

①クレジット購⼊orプロジェクト参加

③⼩⼝ファイナンス

個⼈、海外

④ファンド投資

機関投資家
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①カーボンクレジット購⼊orプロジェクト参加

confidential

エリア調整

技術⽀援

作業協⼒

モニタリング

地元漁組、⾃治体

地元漁組、
現地協⼒者

収穫⾼の増加 地域活性化

資⾦需要

脱炭素＆⽣物多
様性の推進

情報開⽰
（TCFD/TNFD）

資⾦供給主体

広報
従業員ｴﾝｹﾞｰｼﾞ

プロジェクト
アレンジ
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①クレジット購⼊orプロジェクト参加
• 全国各地で藻場再⽣〜モニタリング、クレジット創出を⾏っています。

confidential



5

①クレジット購⼊orプロジェクト参加
• ⾃らモニタリングを実施しCO2吸収量を算出しております。

confidential
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②ソリューション連携︓⽣物多様性評価に関して
• 衛星やドローンからの画像と現地サンプリングデータから⽣息マップの推計モデルを開発。
• これにより効率的に⽣物多様性のモニタリングや効果の可視化が可能。

confidential

解析＆推計測量・モニタリング森、⾥⼭、海、都市など 可視化

環境
DNA ⽣物⾳響 カメラ

航空機 ドローン AUV
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②ソリューション連携︓⽣物多様性評価に関して
• 保全活動の効果を評価し、ネイチャーネガティブと相殺しネイチャーポジティブの実現。
• カーボンクレジットのプレミアム化などへ活⽤。

confidential

評価＆可視化ポジティブ ネガティブ

＜クレジットプレミアム化＞

＜ネイチャーポジティブの実現＞
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②ソリューション連携︓ SDGs型体験＆探求学習モデル
• アニメーションを活⽤した教育ソリューション。
※アニメーションプラットフォームは後述するNFT権利者とのコミュニティ空間としても活⽤し関係⼈⼝の拡⼤を図ります。

課題について学ぶ

＜ソリューション＞

解決策を検討する現場で適⽤

confidential
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③⼩⼝ファイナンス︓トークンを活⽤した⼩⼝ファイナンス
• 体験価値などをトークン化し販売。資⾦の⼀部が地域や保全活動へと還元。また創出されたクレジット活⽤して体験

価値のオフセットも実施。
• 権利とコミュニティ空間により継続的な関係性構築が可能。

confidential

教育

＜体験価値＞

旅⾏

企業 顧客

投資家

＜資⾦提供者＞
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＜ネクストステップ＞
ホップ（地域との関係構築）⇒ステップ（藻場再⽣、ソリューション展開）⇒ジャンプ
（ファンド投資、⼤規模ブルーカーボン）

confidential
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＜⼤規模ブルーカーボン＞
• 沿岸域での⼤規模なブルーカーボンプロジェクトの展開。
• 地元の漁業者に海藻養殖を委託する事で新しい⽔産ビジネス創出の可能性も合わせて実現。

confidential
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＜ファンド投資＞
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東京海上アセット



留意事項
 当資料はご提案資料として東京海上アセットマネジメント株式会社が作成したものであり、⾦融商品取引法上の開⽰資料ではありません。

 当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。

 当資料の全部もしくは⼀部を第三者へ交付することはご遠慮下さい。

 今後、当資料に記載のスキームに当社が関与するにあたり必要な法令上の⼿続きを進めて参ります


